
Kurashiki.･ Soj

●倉敷･総社圏ｌ

Ｌ

一 一

・身近なニュース､会合､催しなど､お知らせください。

　　　－　　　　　　　一一一一一一

TEL(086μ22･6616

FAX(086)426,7082

倉敷販売会社

一 　 　 一 一 一 一

児島支陥TEL(086)473-3祁0

　　　　FAX(G86μ73-3407
倉敷本社IELぐ086)422-9434
　　　　　FAX(086)426-180

総社支局TEL(0866)92-0254
　　　　　FAXC0866)924284

h叶P;//www.akonojulq㎞jp

赤野住宅工房㈱

本~S数徊玉屍乙略0755 Ti.08152ふ石222

－ ･ ¥ Ｗ
j . ･ . . . £ . . . j ● . j

出め校舎後に　
へ

し

思
　
無
敵
市
と
早
島
町
の
公
立
6
4
小

学
校
で
1
8
日
、
卒
業
式
か
あ
り
、

児
童
５
１
３
７
人
が
思
い
山
の
詰

ま
っ
た
校
舎
を
後
に
し
た
。

　
倉
敷
市
西
田
の
豊
洲
小

で
は
、
瀬
島
和
美
校
長
か

‐
吊
業
生
6
1
人
に
卒
業
証
書

を
手
渡
し
、
「
強
く
、
優

し
く
、
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ

思い出の校歌を歌う卒業生－慨洲小

て
生
き
て
く
だ
さ
い
」
と

は
な
む
け
の
言
葉
を
泡
っ

た
。

Ｉ
Ｑ

！
７
ｔ
９
￥
ｒ
１
￥
ｖ

で
き
る
保
育
士
に
な
り
ま

す
」
な
ど
と
感
謝
や
決
意

の
言
葉
を
述
べ
、
校
歌
を

ｉ
ｊ
り
『
ｙ
ｃ
Ｆ
ｌ
ｙ
―
ｌ
ｌ
ｊ
「
ｌ
‐
～
ａ
ｇ
ｓ
ｓ
Ｎ
４
～

う
頑
張
り
た
い
」
と
齢
し
一
轍
肛
巾
の
小
学
校
1
5
’

た
。
　
　
　
一
μ
荷
目
、
卒
映
式
を
開
ど

　
東
日
本
大
震
災
を
受
一
　
　
水
嶼
佑
貫

東
日
本
大
震
災
宮
城
で
活
動
倉
敷
市
隊
第
１
陣

道
こ！

車
散
乱
、
液
状
化
も

被
災
地
で
活
動
す
る
倉
敷
市
隊
（
同
市
提
供
）

　
県
緊
急
消
防
援
助
隊
の

一
員
と
し
て
棄
日

災
の
被
災
池
支
援

丿

胆
心

一

か
1
8
日
、
同
市
役
所
で
、
’

現
地
の
被
害
状
況
な
ど
を
一

報
告
し
た
。

　
報
告
会
に
は
伊
東
香
織

市
長
ら
が
出
席
。
隊
長
を

務
め
た
消
訪
問
警
防
腰
の

三
宅
和
孝
課
長
主
幹
ら
５

人
か
現
地
の
写
真
を
見
せ

な
が
ら
「
道
路
に
は
車
が

散
乱
し
、
液
状
化
も
あ
っ

て
ひ
ど
い
状
況
。
水
と
食

料
、
燃
料
不
足
か
深
刻
で
、

冷
え
込
み
も
き
つ
か
っ

た
。
被
災
地
は
大
変
な
環

現
に
あ
る
」
と
説
明
し
た
。

医
師
と
保
健
師
を
派
遣

　
　
Ｐ
ご
刄
市
民
寄
付
物
資
も

　
東
日
本
大
震
災
の
被
災

者
支
援
の
た
め
、
倉
敷
市

は
1
8
日
、
市
保
健
所
の
医

師
、
保
健
師
ら
を
岩
手
県

大
船
渡
市
に
派
遣
し
た
。

市
民
ら
か
」
笛
せ
ら
れ
た
一

支
援
物
資
も
一
緒
に
送
？

鳥　
厚
生
労
働
省
の
要
請
に

応
じ
た
。
派
遣
す
る
の
は
、

医
師
丿
人
と
保
偏
師
２

人
。
大
船
疸
市
で
１
週
間

程
度
、
被
災
者
ら
を
砂
原

し
た
り
、
健
康
相
談
に
応

じ
る
。

　
医
師
、
保
健
師
の
ほ
か
、

事
務
職
員
４
人
も
同
行
。

医
師
ら
の
活
動
を
サ
ポ
ー

ト
し
た
り
、
今
後
の
支
援

に
向
け
た
情
報
収
集
、
支

援
物
資
の
搬
送
な
ど
に
当
・

た
る
。

　
支
援
物
資
は
マ
ス
ク
５

万
枚
、
保
脳
性
下
曹
２
千

看
、
紙
お
む
つ
３
千
枚
、

米
４
０
０
♂
な
ど
。

　
市
本
庁
で
出
発
式
か
あ

り
、
伊
東
香
織
市
長
が
「
被

災
者
の
体
脱
管
理
、
心
の

ケ
ア
に
尽
く
し
て
ほ
し

い
」
と
激
励
。
派
遣
職
員

は
乗
用
車
と
、
支
援
物
資

を
禰
ん
だ
４
ｙ
ト
ラ
ッ
ク

に
分
乗
し
、
出
発
し
た
。

　
　
　
　
（
ふ
一
升
一
義
）

況を報告

　　‥一一一一一一

被害状

ｈ
訪
問
皿

工
竹
原
や
消
防
ポ
ン
ブ
ポ
ー
浸
水
し
た
建
物
内
で
の
安

な
ど
７
台
の
車
両
に
分
乗
一
画
確
認
、
穴
が
く
す
ぶ
る

に
、
震
災
烈
日
の
1
2
目
刺
一
Ｕ
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
の
綱

に
出
発
。
1
6
日
ま
で
縦
磁
火
な
ど
に
当
た
っ
た
。

県
ぢ
‘
μ
城
山
で
、
ボ
両
や

一

弥
砧
は
同
日
か
ら
哨
２

陣
2
2
人
か
引
き
継
い
で
ふ

り
、
第
１
陣
は
1
7
日
に

敷
市
に
戻
っ
て
き
た
。

Ｊ

　
　
　
　
Ｓ
］
。
木
良
一
）
一

灯油や豚汁食材を発送

　AMDA要請受け総社市

ク
ロ
ー
リ
ー

石
池
原
売
業
者
に

ロ
ー
リ
ー
を
借

か
、
豚
汁
の
良
材

野
菜
を
甫
職
知
が

保
ふ
ｍ
川
の
氷
と
一

に
収
め
た
。

　
職
員
４
人
が
２

ッ
ク
と
タ
ン
ク
ロ

で
搬
送
。
市
役
所

式
か
あ
り
、
Ｍ
岡

長
か
「
現
地
は
　

匹

料
が
不
足
し
て
い
る
。
一

　
　
　
‐
　
－
‐
‐
‐
‐
－

細
社
市
は
皆
ヽ
東
口
一
し
た
・
多
文
化
共
生
で
提

一

刻
も
早
く
物
貝
を
届
け
ヽ

ｊ
一
ｌ
ｒ
ｒ
・
－
・
Ｉ
ｒ
ｌ
！
『
！
ｉ
ｒ
ｒ
゛
ｌ
ｙ
ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
｀
ｒ
″
ｉ
！
ｒ
Ｉ
Ｆ
／
一
！
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
・
ｓ
・
ｌ
ｌ
ｓ
φ
ｉ
Ｉ
ｊ
に
ａ
″

の
被
災
咄
‐
ズ
無
劈
す
る
国
際
医
療
ボ
ラ
ン

で
、
灯
油
２
否
認
、
ｎ
油
テ
ィ
ア
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
本
部

１
千
認
、
豚
汁
１
５
口
り
・
岡
山
市
）
か
活
動
中
の

食
分
の
良
材
な
ど
宍
ぷ
岩
手
県
大
槌
町
な
ど
で
彼

員職濃派たしクlj整で式発出

災
晋
に
届
け
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
菱
攘
を
受

け
て
対
応
。
総
社
市
内
の

被
災
者
を
支
え
て
い

い
」
と
述
べ
た
。

敷
市
隊
の
第
１
帥
メ
ン
バ
ー

被
災
者
支
援
に

市
民
１
人
鸚
円

　
　
　
総
社
市

総
社
市
は
1
8
日
、
東
日

総
社
青
&
4
S
t
4
9
1

ン
バ
ー
３
人
が
現
地
に
血

か
い
、
豚
汁
配
布
な
ど
に

協
力
す
る
予
定
。

　
　
（
新
田
真
浩
）

―Ｏ
円
を
支
援
す
る
換
算
。

全
国
市
長
金
を
通
じ
て
皿

災
地
へ
送
る
。

　
補
正
予
算
は
、
予
備
費

と
し
て
残
す
７
０
０
円
を

ぶ
大
震
災
の
墾
器
６
７
含
め
て
計
上
し
た
。

６
万
７
３
０
０
円
を
盛
り

込
ん
だ
２
０
１
０
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算
案
を
２

月
定
例
市
帛
命
謳
案
、

司
決
さ
れ
た
。

　
１
器
は
励
社
市
民
６

亙
７
３
７
３
ハ
Ｔ
目
以

往
）
が
１
人
当
た
り
Ｉ
Ｏ

　
　
　
（
新
田
真
浩
）

3
5
議
案
を
可
決

総
社
市
議
会
閉
会

　
２
月
定
例
総
社
市
議
会

は
拐
日
、
本
仝
議
を
再
『

２
３
８
讐
牟
万
円
の
９

０
１
１
年
度
一
般
会
計
当
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